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税金を軍事費ではなく、国民生活支援に使え!!
参議院選挙が6月22日（水）公示、7月10日（日）投開票で行われる予定です。

自民党、維新の会はロシアによるウクライナ侵略戦争を悪用して、核兵器共有や敵基

地攻撃能力等の実現を求め、軍事費をGDP比2％、5兆円の増額を狙っています。

しかし、5兆円は無駄な軍事費ではなく、国民生活のために使うべきが多くの国民の思

いです。下は、6/3付けの東京新聞一面ですが、5兆円を大学授業料の無償化（ 1.8兆

円）、児童手当の高校生までの延長（1兆円）、小中学校の給食費の無償化（4386億円）

に使っても3兆円台で収まります。

岸田内閣は、住民税非課税世帯に10万円を支給すると言っていますが、本来政府がや

るべきは非課税世帯をなくすことです。非正規労働者に女性が多いことを考えれば、最低

賃金を全国一律1500円に引き上げて、全ての労働者の最低年収を270万以上にすべき

です。170万円前後の非課税世帯には10万円ではなく、100万円支給すべきです。

7月の参議院選挙では、「税金を軍事費ではなく、国民生活支援に使え」の声をあげ

て、選挙運動に取り組む必要があります。




